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市
村
瑳
次
郵
考
護
の
學
風
は
既
に
乗
代
に
そ
の
前
芽
を
認
め
得
る
と
も
未
だ
十
分
生
長
す
る
に
至
ら
ず
し
て
止
ん
だ
、
元
代
に
及
び
て
猫
幾
分
そ
の
面
影
を
窺
ム
可
き
も
の
が
紀
無
で
は
な
か
つ
た
、
今
こ
れ
を
術
教
経
典
の
解
群
に
徴
せ
ん
に
四
庫
撫
日
対
大
容
に
金
履
藩
始
作
≧
輸
語
孟
子
集
注
考
護
↓
後
有
二杜
英
論
語
孟
子
芳
通
樺
引
年
四
書
引
護
張
存
学
四
書
通
議
脅
道
律
四
書
纂
筆
↓始
考
〓究
典
故
↓以
駿
二
明
経
義
↓今
杜
群
之
書
不
レ
俸
、
権
金
氏
張
氏
皆
氏
術
樽
一ネ
（世
ど
一人
篤
信
二朱
子
「
然
金
氏
於
Ｔ集
注
之
承
二用
奮
文
一偶
欠
二駁
正
一著
上
必
一
々
碁
折
、
張
氏
な
氏
着
於
・舛
説
之
庭
↓
講
而
不
竺
高
其
用
意
則
少
異
と
あ
る
が
如
く
金
履
芹
張
存
中
、
脅
道
律
等
の
著
逃
を
基
げ
る
こ
と
が
出
木
よ
う
、
明
の
中
世
以
後
に
及
ん
で
は
義
理
の
學
風
の
反
動
も
加
は
う
単
に
考
護
の
茄
芽
の
み
に
止
ら
ず
、
己
に
笛
然
た
る
技
葉
を
認
む
る
や
う
に
な
つ
た
、
払市
　
立い　
海
　
流
　
ユを
（市
村
戦
女
郎
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一
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一三
二
楊
升
庵
や
胡
元
瑞
等
が
既
に
考
護
の
撃
瓜
を
代
表
し
た
や
う
な
庭
も
あ
る
が
特
に
儒
教
経
■
の
研
究
に
開
し
て
は
梅
奮
の
古
文
術
書
考
具
Ｌ
麦
仁
の
術
書
花
秦
縞
陳
未
の
術
書
注
考
、
黄
染
の
詩
経
考
、
陳
第
の
宅
詩
古
暑
考
等
を
始
め
と
し
四
書
の
方
で
は
達
應
折
の
四
幸
入
物
考
な
ど
が
現
は
れ
て
居
る
、
離
歴
折
は
績
資
治
近
鑑
や
績
文
献
通
考
の
編
著
で
あ
る
か
ら
四
書
の
人
物
に
就
き
て
考
護
を
試
み
た
の
も
怪
Ｕ
に
足
ら
な
い
け
れ
ど
も
そ
の
書
は
粗
漏
の
鞘
が
少
く
な
い
、
こ
の
時
代
に
於
て
軍
に
論
語
の
み
を
分
類
し
て
考
誰
を
試
み
た
も
の
が
陳
士
元
の
論
語
類
考
で
あ
ら
う
。
論
語
類
考
は
十
八
門
を
設
け
細
目
を
四
百
九
十
四
に
分
つ
た
、
四
原
総
目
を
オ
六
に
こ
れ
を
評
し
て
（前
略
）
士
元
此
書
、
大
致
連
二履
芹
之
例
↓於
〓集
注
子
会
荷
同
「毎
篠
必
先
列
二省
識
↓而
充
〓討
諸
書
↓互
相
参
訂
、
皆
以
一
元
案
二
字
・別
レ
之
、
凡
一
切
杜
撰
洋
談
如
下離
店
抹
四
苦
人
物
考
稲
二布
若
字
子
布
・之
類
ｈ
悉
病
こ糾
正
「政
エ
明
代
話
家
之
書
一殊
石
こ根
な
一特
以
下
率
考
丑
雨
語
一不
歩
備
二四
書
↓政
不
レ
及
二應
折
書
之
幕
一樽
群
貝
則
有
レ
過
レ
之
、無
／
不
ン
及
也
と
い
う
て
居
る
、
即
ち
雁
済
の
人
物
考
に
比
し
て
精
確
の
庭
の
多
い
こ
と
が
認
め
ら
る
ヽ
で
あ
ら
う
。
さ
て
義
理
の
學
風
の
反
動
と
し
て
勃
興
し
木
つ
た
考
護
の
學
瓜
は
清
朝
に
入
る
に
及
び
て
余
隆
盛
を
極
め
各
方
面
に
校
展
す
る
に
至
つ
た
、
け
れ
ど
も
猶
宋
儒
の
解
識
を
奪
本
し
義
理
の
畢
風
の
残
墨
を
守
る
も
の
も
な
さ
に
あ
ら
ず
即
ち
孫
奇
達
の
四
書
近
指
（
三
十
を
）
陸
鵬
一土
（の
四
書
困
他
録
（∝
搬
一
推
御
輸
偏
）
の
如
さ
或
庄
・朱
陸
を
策
探
し
、
或
は
未
識
を
尊
守
せ
る
相
通
は
あ
れ
ど
義
理
の
畢
風
の
徐
響
盈
影
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
言
ム
ま
で
ヽ
な
ひ
、
又
夏
に
よ
店
の
註
疏
に
も
偏
ら
ず
未
明
の
解
樺
に
も
待
ら
ず
し
て
そ
の
中
間
を
行
か
ん
と
し
た
李
本
の
論
語
佳
註
の
如
と
も
の
が
現
れ
た
、
そ
の
几
例
に
援
れ
ば
去
塩
壬遠
而
道
術
悔
、漢
唐
証
疏
、詳
一於
訓
話
↓陥
工於
贈
要
一未
明
儒
者
又
各
手
二入
門
之
昨
本奈
牽
二聖
言
↓以
就
二其
識
一而
道
多
こ峻
穀
↓政
不
／
得
レ
己
、
而
有
」
死
註
一
と
あ
る
の
み
な
ら
ず
彼
の
別
に
撰
し
た
俸
註
間
の
一
書
は
標
証
の
取
な
に
就
き
て
群
明
し
て
店
る
が
未
だ
考
護
を
以
て
茂
る
べ
さ
程
に
は
至
ら
な
い
、
毛
奇
齢
の
論
語
稽
求
篇
一四
各
）
は
論
語
中
の
或
る
章
に
立
さ
て
古
義
を
芳
探
し
て
未
註
を
攻
畷
し
た
も
の
で
未
だ
純
然
た
る
考
護
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
己
に
束
単
に
他
き
た
ら
ず
漢
掌
を
戸
減
ず
る
傾
向
は
明
で
あ
る
。
皮
熙
ょ
う
乾
隆
嘉
慶
ら
時
代
へ
か
け
て
漢
學
を
主
と
す
る
考
誰
の
學
風
は
金
凝
に
し
て
行
教
経
典
の
研
究
に
就
さ
て
そ
の
成
績
を
器
げ
た
も
の
が
多
い
と
同
時
に
こ
れ
が
史
阜
や
小
掌
（文
字
の
円
し
の
方
面
に
も
波
及
し
新
く
開
拓
せ
ら
れ
た
所
が
少
く
な
い
、
四
書
に
開
す
る
も
の
で
は
閲
若
接
の
四
書
群
地
（六
容
）
江
永
の
舛
箕
岡
考
（十
を
）
裡
瀬
の
四
書
考
異
紹
考
舎
再
一ハ各
）篠
考
舎
再
六
各
）
及
び
程
大
中
の
四
書
逸
箋
食
ハ各
）
の
如
さ
軌
れ
も
考
護
の
學
風
の
結
品
に
過
ぎ
な
い
、
そ
の
後
焦
循
の
論
話
補
疏
食
喜
〕
の
如
き
は
漢
店
の
訓
誌
に
基
き
専
ら
考
誰
を
主
と
し
た
も
の
で
回
ょ
う
そ
の
時
代
學
風
の
産
物
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
同
く
彼
の
全
力
を
傾
注
し
た
孟
子
工
養
の
構
詳
な
る
に
及
ば
な
い
、
衛
書
に
は
江
永
の
言
琉
が
出
て
研
狂
に
は
那
謡
行
の
義
琉
が
現
は
れ
孟
子
正
義
と
和
並
び
て
畢
界
に
ぐ
重
さ
れ
諭
　
五
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源
　
流
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市
打
我
次
郎
し
二
一
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〔
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）
一
一
一
四
た
が
論
語
及
び
そ
の
他
の
凝
典
に
つ
き
て
考
護
を
主
と
せ
る
傑
出
し
た
若
述
は
未
だ
現
は
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
梁
章
鉱
の
論
語
集
証
芳
護
ｃ
再
各
》
は
未
子
の
新
註
を
本
と
し
漢
未
元
明
諸
家
の
識
を
引
議
せ
る
の
み
な
ら
ず
毛
奇
齢
の
稽
求
焦
や
窪
瀬
の
考
異
等
を
始
め
と
し
幾
多
の
情
瑚
諸
家
の
識
を
参
取
し
て
居
る
，
故
に
命
越
の
序
に
大
都
原
こ本
紫
陽
玲
比
〓附
古
義
「
又
輝
二矢
通
儒
之
論
↓折
〓衷
師
友
之
言
一繁
而
不
レ
冗
、
街
而
不
レ
漏
ん中
略
〕
谷
二漢
夫
一而
貫
〓通
之
・
と
あ
る
は
資
際
に
近
い
、
ス
播
雄
城
の
論
語
古
註
集
窒
貧
再
各
）
は
何
晏
の
古
証
を
主
と
し
古
今
話
家
の
筆
群
を
集
録
し
た
も
の
で
特
に
病
朝
の
話
家
の
読
で
論
語
に
開
せ
る
も
の
は
大
抵
引
用
せ
ら
れ
て
Ｆ
る
、
責
式
三
の
論
話
後
条
会
卒
各
》
は
古
註
と
新
証
を
列
暴
し
た
後
に
若
者
の
期
接
を
附
し
た
も
の
で
新
古
の
一
方
に
偏
せ
ず
極
め
て
公
卒
の
態
度
を
示
し
て
居
る
け
れ
ど
も
何
等
務
明
と
見
敬
す
べ
き
も
の
が
少
な
い
、
―
―
か
ゝ
る
詳
で
論
語
の
疏
樺
に
開
す
る
著
逃
で
は
回
よ
う
一
代
を
代
表
す
、へ
と
考
護
學
派
の
傑
作
が
現
は
れ
る
に
至
ら
な
か
つ
た
。
然
る
に
道
光
の
年
間
に
及
び
劉
賛
楠
は
劉
文
漢
、
陳
立
等
と
相
謀
つ
て
新
に
各
自
の
分
塘
を
定
め
諸
経
の
新
疏
を
作
う
江
永
焦
循
等
の
後
を
追
ひ
以
て
奮
疏
の
捧
暇
を
正
逮
尤
と
企
て
た
、
而
し
て
質
柿
ば
論
語
を
塘
驚
し
文
漢
は
左
氏
構
を
塘
宮
し
陳
立
は
公
羊
僅
を
捨
営
す
る
こ
と
に
な
つ
た
、
左
氏
停
及
び
公
羊
任
は
戊
る
に
及
ぼ
ず
し
て
止
ん
だ
が
論
語
の
み
は
完
成
せ
ら
れ
た
、
こ
れ
が
新
し
き
論
語
正
義
で
あ
る
。
劉
賛
楠
は
江
蘇
省
賢
雁
嫌
の
人
で
道
光
廿
年
に
進
士
と
な
う
各
地
の
知
蠣
を
歴
任
し
、
成
豊
五
年
に
六
十
五
抜
で
及
し
た
、
管
時
正
義
は
未
だ
完
成
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
の
を
そ
の
子
の
恭
見
が
績
成
し
た
の
で
あ
る
、
恭
見
の
論
語
正
義
の
後
序
は
こ
の
事
情
を
明
に
体
へ
て
居
る
か
ら
左
に
こ
れ
を
抄
録
し
よ
う
。
及
二道
光
戊
子
↓先
君
子
應
〓省
試
↓典
二儀
徴
劉
先
生
文
漢
、
江
都
梅
先
生
植
之
、
盗
包
先
生
慣
言
、
丹
徒
柳
先
生
興
言
句
容
陳
丈
立
「始
行
ン
約
、
各
治
■
経
お加
以
二疏
護
↓先
君
子
校
／
策
得
茎
前
語
・白
名
疋
尿
卒
本他
務
↓事
レ
精
致
／
思
依
一，焦
氏
作
一
正
義
・之
法
上
先
角
こ長
編
↓得
二数
十
豆
姉
お次
乃
香
孝
而
折
こ夏
之
お不
ン術
古
千
己
之
學
↓亦
不
レ
欲
レ
分
ニ
漢
矢
門
戸
之
見
↓
凡
以
校
二揮
聖
道
裏
野
明
典
薩
一期
二於
安
事
求
走
・而
己
、
既
而
作
・■
逮
捕
「寵
許
蟹
攻
、精
力
亦
少
就
／
表
、
後
所
／
閲
各
碁
〓恭
見
↓使
ノ
綬
こ成
之
お
さ
て
恭
昆
は
父
の
命
を
受
け
て
こ
れ
が
完
成
に
努
力
し
指
に
業
を
卒
ん
と
す
る
に
臨
み
父
の
賛
縮
は
友
を
得
て
残
す
る
に
至
つ
た
、
そ
の
後
夏
に
幾
田
か
の
藩
録
稜
正
を
経
て
同
治
の
四
年
に
始
め
て
馬
定
し
蜜
年
之
れ
を
刊
行
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
、
そ
の
考
護
は
精
博
を
極
め
て
居
る
、
設
令
そ
の
引
用
の
文
句
等
に
謎
腕
遺
備
の
庭
が
あ
る
と
し
て
も
論
語
の
註
疏
と
し
て
は
最
完
備
し
た
も
の
で
彼
の
焦
循
の
孟
子
正
義
等
に
比
し
イ
）遜
色
な
く
、　
一
代
の
傑
作
と
補
し
て
差
支
な
い
で
あ
ろ
う
、
こ
の
論
語
正
義
が
現
は
れ
て
か
ら
約
五
十
徐
年
に
し
て
更
に
宙
朝
発
の
論
語
集
誰
袖
正
述
疏
（十
各
〕
が
公
刊
さ
れ
た
。
衛
瑚
亮
は
慶
束
省
順
径
順
の
人
で
朱
九
江
の
門
下
で
あ
る
が
そ
の
事
歴
の
詳
な
る
こ
卜
一は
未
だ
明
で
な
い
、
そ
の
著
逃
は
論
語
逃
疏
の
外
に
術
書
集
誰
逃
疏
公
一耳
一
悪
）
孝
終
条
註
述
琉
及
び
薩
記
子
息
子
算
護
補
正
等
が
あ
る
、
衛
論
　
室
い　
源
　
流
　
考
（
市
村
瑠
次
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
五
へ醐
　
玉
い　
源
　
流
　
考
（
市
村
番
次
郎
》
一一
≡
六
書
の
逃
疏
に
は
彼
ゆ
光
緒
二
十
三
年
の
後
序
が
あ
う
初
め
述
草
と
稲
し
た
こ
と
が
分
る
の
み
な
ら
ず
営
時
彼
が
五
十
七
滋
で
あ
つ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
、
論
語
集
註
補
正
逃
疏
の
自
序
に
は
爵
二
丁
未
抜
（北
紹
一
千
三
年
〕
維
↓術
書
逃
既
畢
、
越
／
滋
伸
秋
、
白
玉
前
語
述
草
「先
後
兵
焚
問
、
以
」
金
谷
子
一
輸
二
述
草
↓所
奏
二貌
立
中
・著
三
、
今
歳
季
各
革
疲
、
方
十
年
臭
、
と
あ
れ
ば
そ
の
書
の
完
成
し
た
の
は
民
囲
の
五
年
か
六
年
で
彼
れ
の
六
十
六
七
抜
の
時
で
あ
つ
た
ら
う
、
こ
の
書
は
割
賛
縮
の
何
晏
の
古
証
を
主
と
し
た
の
に
反
し
朱
子
の
新
註
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
必
し
も
朱
子
の
読
に
盲
徒
し
た
の
で
は
な
い
、
諸
家
の
註
群
及
び
古
今
の
典
籍
を
参
照
し
博
引
芳
護
を
極
め
て
居
る
、
そ
の
自
序
に
Ｑ
剛
器
）
朝
亮
不
敏
、
謹
以
≧
望
ｍ
諸
家
専
書
及
散
見
著
↓孝
面
孜
之
、
分
致
前
語
集
誰
補
正
逃
競
↓
几
典
こ朱
子
・里
而
村
／呼
二於っ縛
一評
郷
蔚
、
井
勲
耐
智
／呼
評
簿
評
ヽ
何
氏
条
解
皇
氏
那
氏
疏
一陸
氏
群
文
、
鋒
レ之
皆
詳
、諸
家
識
純
朱
者
名
、
不
二純
朱
一者
不
レ
名
イ下
略
）
と
あ
る
は
編
纂
の
方
針
を
窺
ム
に
足
る
と
思
ひ
、
但
そ
の
餘
う
に
詳
密
に
過
ぎ
煩
強
に
大
す
る
か
と
思
は
る
ゝ
斯
が
な
い
で
も
な
い
、
そ
の
積
書
堂
答
周
に
彼
の
円
下
と
の
問
答
を
記
し
て
張
子
折
問
日
、
有
塁
掛
論
語
逃
琉
一者
上
而
臼
、
琉
文
多
長
、
恐
指
衣
學
著
者
之
耳
、
折
告
／
之
云
、
此
不
レ
律
レ
己
也
古
今
論
語
名
家
之
読
衆
臭
、
今
逃
疏
第
二集
註
補
正
一著
、
列
≡其
読
・而
去
こ取
之
↓主
文
ガ
長
也
、
又
鳥
可
レ減
耶
、
失
那
疏
統
〓漢
魏
以
本
諸
家
読
↓其
文
既
比
一前
梁
皇
疏
一毎
／
長
臭
、
今
又
夏
二
数
代
一
異
読
日
多
、
即
締
ノ
之
不
／
招
十分
詳
、
好
學
者
議
／
之
、
曽
ツ
不
二以
角
ア
苦
也
、
若
夫
樺
′
経
而
惟
碁
〓其
要
↓共
文
白
術
、
而
歌
謙
不
′
備
▼
後
之
人
必
右
下
翻
一ェ
（読
一者
ふ
則
経
術
彙
出
而
明
子
、
此
所
ノ
告
者
何
如
也
、
答
画
、
此
皆
然
也
、久令・丘
、
議
′履
′
経
、
於
／
雄
何
有
於
レ
疎
亦
何
有
、
惟
航
之
寿
と
、
材
と以
長
一著
、
方
欲
下
別
二話
家
律
失
一而
明
み
成
術
百
み
見
み
は
之
不
ウ
能
ｒ麿
也
、
言
之
長
而
英
要
不
レ
可
レ
知
、
維
矢
・其
要
・則
繁
央
、
言
之
長
而
共
要
乃
可
ン
知
既
外
子
共
要
一則
衛
臭
、子
工
子
云
摩
學
而
詳
二読
之
↓賂
〓以
友
読
フ
約
也
、
新
論
語
財
塩
市
博
約
也
、
皇
映吉
堂
答
間
）
と
あ
れ
ば
営
時
己
に
か
ヽ
る
非
難
の
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
、
失
子
の
集
注
は
義
理
の
機
明
を
主
と
し
元
明
の
疏
護
は
事
ら
こ
の
方
面
の
開
拓
を
努
め
た
の
で
あ
る
が
本
書
は
義
理
の
校
明
に
交
す
る
所
Ｌ
少
く
文
字
章
句
や
名
物
度
数
の
考
護
を
主
と
し
た
や
う
に
認
め
ら
れ
る
改
に
そ
の
抽
に
於
て
は
劉
賀
楠
の
正
義
と
人
な
る
遼
庭
は
な
く
ス
そ
の
便
値
に
於
て
難
見
難
弟
の
間
に
あ
う
と
い
つ
て
よ
か
ら
う
、
こ
れ
を
要
す
る
に
病
朝
の
末
代
に
及
び
湖
培
驚
の
儀
謹
正
義
や
孫
詣
譲
の
周
趙
正
義
の
如
さ
有
力
の
著
通
に
大
い
で
諭
語
集
注
補
正
逃
琉
の
現
れ
た
の
は
考
議
掌
風
の
紀
頂
に
達
し
た
結
果
で
あ
ら
う
。
几
て
物
売
ま
れ
ぼ
必
ず
反
す
と
は
事
物
に
於
て
こ
れ
を
認
め
得
可
き
の
み
な
ら
ず
學
風
に
於
て
も
こ
れ
を
護
し
律
る
で
あ
ら
う
、
彼
の
光
緒
時
代
に
出
水
た
徒
越
の
離
経
李
議
の
論
語
の
部
を
見
る
に
考
誘
は
椅
細
な
ら
ぎ
る
に
あ
ら
ず
意
見
は
新
新
な
ら
ぎ
る
に
あ
ら
ず
、
だ
が
割
合
に
安
富
と
思
は
る
も
の
が
少
な
い
例
丈
ぼ
回
也
共
庶
子
殴
昼
を
解
し
て
屋
を
要
と
な
し
読
〓
女
部
の
要
基
也
と
あ
る
に
基
と
、
払輌
　
証”　
源
　
流
　
〓一
（
市
村
著
次
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七
ふ岬
　
主い　
源
　
流
　
主一
（
市
村
輩
夫
郎
》
二
一
え
蓋
諾
顔
子
之
心
、
通
達
無
ン滞
、
亦
若
憲
踊
之
魔
婁
圏
明
也
と
い
ひ
顔
子
の
心
の
虚
な
る
を
窓
の
明
う
に
讐
へ
た
も
の
と
す
る
が
如
さ
で
あ
る
、
乏
れ
等
に
類
す
新
読
は
他
の
章
に
も
見
ゆ
る
が
讃
著
を
し
て
音
肯
せ
し
あ
難
い
、
こ
れ
は
つ
ま
う
か
ゝ
る
読
を
逃
べ
ぎ
れ
ぼ
前
人
の
上
に
出
で
難
い
倉
め
で
掌
ろ
考
護
學
風
の
行
詰
う
と
も
兄
ら
れ
よ
う
、
清
朝
二
百
鈴
年
間
の
論
語
の
好
読
は
文
字
章
句
の
考
護
に
於
て
は
前
代
に
超
出
し
て
居
る
が
そ
の
内
容
の
識
明
に
於
て
は
未
だ
貧
易
を
免
れ
な
い
、
拡
に
こ
の
行
詰
う
を
打
開
す
べ
さ
新
気
運
が
己
に
到
本
し
て
居
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
明
末
未
西
の
鼻
術
の
支
那
に
輸
入
せ
ら
れ
て
以
水
、
天
文
暦
算
及
び
地
理
の
如
さ
は
そ
の
影
響
を
麦
つ
て
居
る
が
未
だ
者
學
や
文
學
の
方
面
に
は
及
ぼ
な
か
つ
た
、
け
れ
ど
も
病
朝
末
代
の
如
さ
慕
西
文
化
ら
輸
入
の
簾
な
る
に
方
つ
て
何
時
ま
で
も
哲
學
や
文
學
が
そ
の
成
化
の
好
外
に
立
つ
こ
と
ｒ
許
き
な
い
で
あ
ら
う
、
然
ら
ぼ
儒
教
経
典
の
或
る
も
の
特
に
易
や
論
語
の
如
き
は
音
然
そ
の
影
響
を
免
れ
る
筈
は
な
い
、
こ
れ
は
直
に
述
べ
た
如
く
遇
去
の
時
代
に
於
て
論
語
の
解
祥
に
佛
教
道
教
等
の
思
想
が
加
は
つ
た
如
く
や
が
て
秦
西
の
學
術
思
想
の
影
響
を
実
る
で
あ
ら
う
、
ま
し
て
考
護
の
學
風
が
己
に
行
さ
講
少
を
水
し
て
何
等
か
の
開
展
を
微
求
す
る
に
於
て
は
ね
夏
で
あ
る
、
両
し
て
そ
の
肝
庫
＆
庁
ゲ
ｔ
捧
ナ
却
歩。
洋
中
ぴ
恐
や
グ
ぽ
態
稗
知
が
論。
評
評
ぜ
神
が
ぼ
ぱ
和
ダ
ぼ
。
旋
有
角
は
療
束
省
南
海
垢
の
人
で
衝
朝
亮
と
そ
の
時
代
を
同
く
す
れ
ど
朝
亮
の
掌
究
的
生
活
を
途
つ
た
と
相
異
な
う
政
治
的
及
思
想
方
面
に
活
躍
し
光
緒
の
時
代
に
大
同
の
設
を
唱
ひ
凌
法
自
彊
を
主
張
し
光
緒
行
に
信
任
せ
ら
れ
途
に
戊
戊
の
攻
菱
（
光
緒
一
干
四
年
）
を
惹
き
起
し
て
失
脚
し
清
朝
革
命
の
後
は
各
地
に
流
浪
・し
晩
年
復
牌
の
識
を
噌
ひ
て
居
つ
た
が
数
年
前
途
に
上
海
に
て
残
し
た
、
彼
は
官
て
孔
子
改
制
考
含
干
一
各
）
や
新
畢
侮
紅
考
（
十
四
春
ｙ
ど
著
は
し
そ
の
自
読
安
行
の
背
景
と
な
さ
ん
と
し
た
の
み
な
ら
ず
そ
の
失
岬
の
後
に
は
夏
に
論
語
註
を
修
成
す
る
に
至
つ
た
、
印
度
の
「
ダ
ー
デ
ジ
ン
」
に
於
て
作
つ
た
光
緒
二
十
八
年
の
出
序
に
擦
れ
ぼ
彼
れ
は
論
語
を
以
て
官
子
の
後
畢
の
縞
韓
せ
る
所
と
な
し
管
子
の
學
は
守
約
を
主
と
す
故
に
そ
の
弟
子
の
宗
旨
掌
識
も
波
降
の
難
を
免
れ
な
い
若
し
他
の
高
弟
が
之
れ
を
佳
へ
た
な
ら
ば
孔
卑
の
博
大
精
深
は
必
し
も
こ
れ
に
止
ら
ず
微
言
大
義
も
乙
れ
に
止
ら
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
、
要
す
る
に
論
語
の
學
は
省
學
で
あ
つ
て
未
だ
ｒ孔
手
の
道
を
素
す
に
足
ら
浪
け
れ
ど
も
聖
人
の
身
を
修
め
人
を
待
つ
所
以
の
道
は
路
そ
の
中
に
異
し
て
居
る
、
未
儒
一が
ウ
興
し
て
大
に
校
明
す
る
所
あ
う
論
語
は
近
に
孔
数
の
大
宗
正
統
と
な
う
管
子
守
約
の
竪
・統
が
盛
に
な
つ
た
と
い
ひ
金
田
略
》
自
下
郵
玄
以
工
魯
斉
論
↓
興
二
古
論
・合
而
寃
レ
書
、
輝
工
其
善
著
・
而
徒
う
之
、
則
具
侮
上
清
至
／
今
己
不
レ
可
工
復
致
望
於
名
一客
口
門
之
具
書
、
亦
角
主
劉
詳
之
侮
學
所
ラ
飢
、
而
孔
子
道
傘
雑
届
臭
、
音
何
去
韮
蘇
ユ
九
家
お
古
今
雑
杏
、
傘
無
／
取
焉
、
有
矢
未
子
、
後
千
載
両
校
二
明
之
お
其
角
生
思
、
章
椅
勤
、
共
誦
二
於
學
官
芸
ｉ
久
遠
蓋
千
年
以
木
、
キ
虫
禿
二
官
朱
二
聖
之
範
□
一焉
、
皓
口
論
既
去
、
無
／
所
こ
憲
講
↓
上
蔽
工
守
約
之
管
學
↓
下
蔽
一誌
一雑
縄
之
劉
読
一
於
二
大
同
耐
明
仁
命
之
微
義
一
皆
未
′
有
ン
校
焉
、
苦
嘗
角
ノ
ま
、
経
〓
戊
戊
之
難
・
而
微
実
、
避
レ
地
多
レ
暇
、
ズ
メ
端
こ
思
味
「
謬
復
修
‐／
之
僻
距
在
レ
夷
、
無
二
徒
博
徴
一
以
三
包
周
角
二
今
畢
↓
多
探
二
録
之
↓
以
存
一王
を
具
矢
子
循
／
文
行
識
、
無
レ
須
〓
改
作
一
者
亦
李抑
　
主
い　
源
　
流
　
考
（
市
村
碧
次
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
九
ユ萌
　
五い　
源
　
流
　
考
（
市
村
聖
次
郎
）
三
二
〇
後
鉄
レ
之
、
鄭
玄
木
右
工今
掌
↓其
谷
者
亦
多
節
取
、
後
儒
雄
正
精
確
者
亦
皆
探
焉
、
共
凝
文
以
〓魯
論
一角
／
正
、
英
引
誘
、
以
二今
學
・行
／圭
、
正
三角
古
之
謬
お獲
こ大
同
之
け
玲其
諸
本
文
字
不
レ同
、折
二衷
子
石
経
い共
衆
石
経
不
レ
同
著
依
レ
漢
、
無
則
徒
レ
店
、
或
征
こ多
数
↓難
／
不
四
歌
謂
三泰
得
三真
長
↓然
子
二孔
學
之
大
、人
道
之
切
↓亦
床
有
こ
小
補
・
云
爾
と
い
っ
て
居
る
ぞ
ゲ
計
貯
伊
酎
声
ヂ
ず
計
ど
癖
討
ど
い
抑
ぼ
ヂ
ず
ク
ダ
ず
讃
ぼ
療
ず
が
卯
ぼ
が
ぼ
♪
ず
ガ
ぽ
書
ゴ
ど
ゴ
ど
げ
許
評
夢
ぱ
”
ど
ぱ
ダ
研
騨
評
芦
棟
Ｗ
ぜ
が
沖
げ
ポ
ば
耐
ポ
語
が
げ
だ
が
ヽ
故
に
盛
に
大
同
と
か
自
由
と
か
い
去
が
如
３
話
も
使
用
し
て
居
る
、
そ
の
子
貢
電
、
我
不
／
欲
二人
之
加
・一諸
我
・也
、
吾
芥
欲
レ無
メ加
二諸
人
一子
日
賜
也
非
工爾
所
ア
及
也
の
章
皆
解
し
て
子
貢
不
〆
欲
二
人
之
加
・塁
醜
我
一
自
立
自
由
也
、
無
レ
加
こ諸
人
「
不
レ
侵
二犯
人
之
自
立
自
由
・也
、
人
行
二天
之
生
人
一
人
直
二兼
子
天
一人
人
白
■
日
由
、
不
レ能
手自
立
↓角
こ人
所
ア
加
、
是
大
極
之
易
、
而
無
一而
中往
天
演
↓発
二之
人
理
・則
不
可
也
、
ズ
谷
倉
／狩
沖
伊
工伊
声
か
狩
私
死械
ニォ
か
ぃ
む
辞
貯
↓膚
二沖
貯
か
か
輩
↓庁
官
中
む
Ｆ
Ｐ
伊
静
二栞
ぎ
ぱ
ゴ
静
申
か
勢
一雰
宕
二ヵ
む
か
か
抑
↓舒
従
レ
官
〓
行
予
升
千
「孔
子
以
生
営
〓握
範
↓世
衛
幼
稚
、通
雛
二極
美
・而
行
〆
之
大
早
、則
如
〓幼
童
無
二保
荏
↓
易
レ
滋
二流
弊
お
須
下
待
二進
化
一至
二升
卒
太
卒
】乃
稚
行
う
之
、
今
去
二比
時
世
・甚
近
、
非
二子
貢
所
レ
及
″
兄
也
、
ユ
“極
賛
二美
子
貢
所
ン
創
之
卑
振
「
而
惜
ジ未
／
至
二其
時
一也
“「
時
）
近
著
世
近
こ升
卒
「
自
由
之
義
跡
明
、
安
子
貢
究
工之
祀
↓両
皆
孔
子
之
一
文
一
贈
也
と
い
つ
て
居
る
が
如
さ
阪
感
突
の
設
を
免
れ
な
い
が
そ
の
識
さ
か
た
は
全
く
前
人
の
軌
一範
を
焼
し
て
彼
れ
自
ら
自
由
の
現
地
に
立
つ
て
居
る
か
の
如
く
に
威
ぜ
ら
れ
る
、
又
顔
淵
季
路
侍
、
子
日
孟
三各
言
ユ
研
志
・云
々
の
章
々
解
し
て
全
刊
略
ご
二
者
酢
／右
〓精
粗
小
大
「而
其
志
在
二大
同
一則
一
也
、工人
阿
者
孔
門
之
婦
省
、
耶
支
付
旋
之
世
未
ラ
可
〓熟
行
↓
而
孔
円
遠
志
則
時
々
行
レ
之
、
故
往
々
子
二微
言
・見
／
之
、
謙
人
道
之
争
、
先
徒
〓貨
物
一始
、
粒
鋲
以
徳
、
豆
惨
致
／
訟
先
自
有
工著
心
一則
生
こ貧
心
谷ヽ
二貧
者
心
・則
生
二
部
心
詐
心
除
心
殺
心
「
無
／所
全
夕
至
央
、
故
大
同
必
自
三
稚
」ヨ
財
物
・始
、
先
紀
こ貧
書
之
根
↓
乃
可
／
入
こ大
同
之
世
・也
、
人
心
之
壊
　
徒
〓汁
伐
一始
、
伐
レ善
滑
ン労
則
右
〓晴
心
士罪
報
心
台典
レ
己
等
者
則
右
二炉
心
岐
心
お
不
ノ
報
′
之
、別
生
〓仇
心
一炉
心
仇
心
途
生
工殺
心
一。故
大
同
必
自
色
Ｐ
労
始
、
経
工去
監
炉
責
報
之
心
↓乃
可
ノ
入
二
大
同
之
世
・也
、人
容
私
二英
家
↓
老
工其
老
お
而
不
ヤレ及
二人
之
老
↓幼
一ェ
（幼
・
面
不
ノ
及
二
人
之
幼
一欺
詐
其
交
、則
多
工惨
域
↓彼
配
二爾
界
↓各
不
二相
顧
・則
智
患
軽
易
賃
不
省
賓
富
貴
妓
苦
侠
相
去
日
遠
、
湘
隔
日
紀
、
人
道
多
二偏
枯
↓多
〓膝
牧
↓
無
下由
成
二
公
徳
一谷
二天
調
一致
二
李
等
孔
（，進
化
上
、故
有
二
夫
不
ア
得
レ
所
、傷
話
壬
人
之
心
≧
ゴ
大
衆
之
化
↓故
大
同
必
老
安
少
懐
友
信
、
経
下
去
僅
私
二其
家
ろ
４事
二
乃
可
レ
成
二大
同
之
道
一也
、
と
あ
る
は
ど
が
す
か
が
ダ
で
か
ゲ
ガ
耐
討
ど
ダ
貸
げ
だ
が
ゲ
辺
が
が
が
ど
ば
ど
要
ず
が
ぼ
ガ
ぜ
が
ぼ
ぱ
ゲ
が
げ
ガ
ぽ
徳
衆
ゲ
弁
護
狩
ゲ
希
倉
伊
で
な
津
ぜ
伊
沖
ぜ
か
が
ヽ
沖
押
ド
が
伊
伊
ゴ
評ログ
が
ダ
ぎ
勢
癖
一げ
討
枠
ぼ
産
（げ
コ
一。肝
ぱ
静
ぴ
虻
！ギ
沖
芋
一ゲゴ
稗
げ
（ｆぎ
評
が
ざ
ゃ
評
ぴ
ど
ざ
辞
ま
表
ゴ
寧
評
．ゲ
が
摩
戴
空れ」こ丹
威
コ■
こど
ボ
賦
ポ
ガ
ず
ヽ
氏
本調
　
五
巾　
源
　
流
　
考
（市
村
輩
次
郎
》
一一一｝
一
ネ荊
　
五い　
源
　
流
　
一す
（
市
村
球
久
郎
）
一一一一
二
束
人
た
る
陳
燦
章
や
梁
樹
生
の
如
さ
泉
有
発
の
後
を
承
け
て
儒
孜
に
就
き
て
新
し
き
見
方
を
行
す
も
の
も
あ
れ
ど
未
だ
論
語
に
就
さ
て
特
に
深
い
研
究
を
し
た
も
の
は
現
は
れ
な
い
、
け
れ
ど
も
支
那
今
日
の
畢
界
の
形
勢
か
ら
之
を
察
し
指
本
論
語
の
解
樺
設
晩
等
を
な
す
も
の
が
あ
う
と
す
れ
ば
こ
の
方
面
を
開
拓
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
、
支
那
に
於
け
る
論
語
源
流
の
考
祭
は
こ
れ
位
に
止
あ
て
夏
に
日
本
の
方
面
を
一
瞥
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
